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第３学年 外国語活動学習指導案

日 時 平成３０年１１月１６日（金）２校時

対 象 ３年１組（男子１８名、女子１２名）

                            月  組（男子１名） 合計３１名

授業者 山 本 七 央 

特別支援学級児童支援 平野 岳

１．単元名  何がすき？ （   １ ５）

２．単元について

 本単元は、身の回りの物の言い方を通して、日本語と英語の音声の違いに気付くとともに、身の回

りの物の言い方や、何が好きか尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しんだり、自分や相手が好きな物

について、伝え合うことをねらいとしている。日常生活においても、児童同士が好きな物を伝え合う

場面は多く、身近で関心のある題材であると考えられる。好きな物という身近な題材で学習する中で、

英語の発音やリズムに慣れ親しませ、日常でも自信を持って英語を使おうとする意識を持たせるとと

もに、ここで学んだ表現を用いて、友達の新しい一面を知り、コミュニケーションの深化を図ってい

きたい。

 本単元では自信を持って発音できるよう、学習の中に友達と英語を使ってコミュニケ－ションを図

る場面を意図的に設定し、言葉でやり取りをする楽しさを感じさせ、チャンツやリスニング、アクテ

ィビティ等の活動を通して、英語表現に慣れ親しませていきたい。
 

３．児童について

 本学級の児童は元気いっぱいで、新しく学ぶことには、意欲的に取り組む児童が多い。しかし、気

持ちが高揚するとおしゃべりが増えたり、聞く場面で集中力が途切れてしまったりする傾向がある。

 児童は、これまで１、２年生の時に 訪問に合わせて、あいさつや１０までの数、色などの単

語練習を行ったり、英語の歌を楽しんだりして英語に慣れ親しんできた。３年生になり、週１時間の

外国語活動の時間がスタートした。日常の中でも少しずつ英語の表現にふれる機会を増やすために、

朝や帰りの会で簡単な英語であいさつをしたり、今日の調子を尋ね合ったりすることを繰り返してき

た。しかし、授業で使う英語表現や単語を覚えられなかったり、すぐに忘れてしまったりすることが

原因で、自信を失い、友達とのコミュニケーションに消極的になってしまう児童もいる。特に、本単

元では食べ物やスポーツ、果物など、新しい単語と出会い、“ ～ ” など、使用

する表現もより難しくなっている。そのため、単元全体を通して英語表現に慣れ親しませることに丁

寧に取り組み、最終の尋ね合う活動に向けて児童の自信を育んでいく必要がある。

４．単元の目標（現：現学習指導要領、新：新学習指導要領）

 ・日本語と英語の音声の違いに気付き、身の回りの物の言い方や、何が好きかを尋ねたり答えたり

する表現に慣れ親しむ。（現：言語や文化に関する気付き・音声や表現への慣れ親しみ、新：知識及

び技能） 

 ・何が好きかを尋ねたり答えたりして伝え合う。 

（現：音声や表現への慣れ親しみ、新：思考力、判断力、表現力） 

 ・相手に伝わるように工夫しながら、何が好きかを尋ねたり答えたりしようとする。 

  （現：コミュニケーションへの関心・意欲・態度、新：学びに向かう力、人間性等）

５．言語材料
○

○ 、 、スポーツ 、 、 、飲食物 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、 果物・野菜 、 、 、 、

、 、 、

既出 挨拶、 、 、 数（１～２０）、色、果物・野菜、飲食物、ス

ポーツ
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６．単元の評価規準

観  点 評 価 規 準 方 法

言語や文化に関する気

付き【気】

身の回りの物の言い方を通して、日本語と英語の音声の

違いに気付いている。

行動観察

振り返りカード

コミュニケ－ションへ

の関心・意欲・態度【コ】

自分や相手が好きな物について、進んで尋ねたり答えた

りしようとしている。

行動観察

振り返りカード

音声や表現への慣れ親

しみ【慣】

身の回りの物の言い方や、何が好きか尋ねたり答えたり

する表現に慣れ親しもうとしている。

行動観察

振り返りカード

７．単元計画（４時間扱い 本時４／４）

時間 目標 主な活動内容 評価方法とその進め方

日本語と英語の音

声の違いに気付き、

身の回りの物の言い

方や、何が好きかを

尋ねたり答えたりす

る表現に慣れ親し

む。

・ ： を言う。

・ポインティングゲームをする。

・フルーツバスケットゲームをする。

・ ：

を言う。

【気】身の回りの物の言い方を通して、

日本語の外来語との音声の違いに気

付いている。

（行動観察・振り返りカード）

【慣】身の回りの物の言い方や、何が

好きか尋ねたり答えたりする表現に

慣れ親しもうとしている。

（行動観察・振り返りカ－ド）

 身の回りの物の言

い方や何が好きか尋

ねたり答えたりする

言い方に慣れ親し

む。

・ ：

を言う。

・ ：音声を聞き、人物と

好きな物を線で結ぶ。

・ ：映像を見て

登場人物の好きな物を聞き取る。

【慣】身の回りの物の言い方や、何が

好きか尋ねたり答えたりする表現に

慣れ親しもうとしている。

（行動観察・振り返りカ－ド）

何が好きかを尋ね

たり答えたりして伝

え合う。

・ ： を言う。

・ ：

を言う。

・ステレオゲームをする。

・ ：友達と好きな物を予想して

尋ね合う。

【慣】身の回りの物の言い方や、何が

好きか尋ねたり答えたりする表現に

慣れ親しもうとしている。

（行動観察・振り返りカ－ド）

【コ】自分や相手が好きな物について、

進んで尋ねたり答えたりしようとし

ている。

（行動観察・振り返りカ－ド）

）

本

時

（

相手に伝わるよう

に工夫しながら、自

分や相手が好きな物

について、進んで尋

ねたり答えたりしよ

うする。

・ ： を言う。

・ ：

を言う。

・ ：何が好きかを尋ね合う。

・ クイズを行う。

【慣】身の回りの物の言い方や、何が

好きか尋ねたり答えたりする表現に

慣れ親しもうとしている。

（行動観察・振り返りカ－ド）

【コ】自分や相手が好きな物について、

進んで尋ねたり答えたりしようとし

ている。

（行動観察・振り返りカ－ド）
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８．研究仮説と本単元との関わり

 [研究主題 主体的に学習に取り組み、互いに表現しあえる児童の育成をめざして 

       ～外国語を使って、いきいきとコミュニケ－ションを図る活動を通して～（２年次）] 

 
 

 児童が、進んで外国語によるコミュニケーションを図ることができるようにするために

① 学習活動の中に発達段階に応じて段階的に言語活動を取り入れる。

・コミュニケーションを図るために必要な表現や単語には、ジングルやチャンツ、絵カード等を

通して取り組ませる。

  ②必然性のある学習場面を設定する。

・友達と好きな物を尋ね合うなど、友達への理解を深める学習活動を意図的に設定し、コミュニ

ケーションに必然性を持たせる。

・ により双方向的なコミュニケーション場面を位置づける。

・ ？クイズでコミュニケーションをクラス全体の場面に広げる。

  ③評価方法を工夫する。

  ・言語活動に取り組む中で、相手意識を持たせるため、“ ”“ ”“

” “ ”“ ”の５つを観点（ ：以下 ）として形成

的に評価する。

  ・児童には、授業の最後に本時のねらいに関わる内容について「振り返りカード」に自己評価さ

せて学習を振り返らせる。

  ・指導者は、行動観察、振り返りカード、記述観察により、「ねらい」の到達状況を評価する。

以上のことにより、児童は、身の回りの物の言い方や、何が好きかを尋ねたり答えたりする表現

に慣れ親しみ、主体的に学習に取り組む態度の高まりに繋がると考える。
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９．本時の活動   

（１）   何がすき

（２）ねらい ・“ ～ ”“ ～”の表現に慣れ親しもうとする。【慣】

・自分や相手が好きな物について、進んで尋ね合おうとする。【コ】

（３）学習過程

時

分
主な学習活動 ○指導者の活動 ・留意点 ※評価

１  

２

・ （ ）

・

３

・本時のめあてを

つかむ。

４ ＆

 

・単語の復習

・ ：

・表現に慣れる。

・挨拶をする。

・児童と一緒に歌う。

・児童と一緒に言う。

・一人二役 ○と● を演示ながら会話をする。

・本時のめあてと主な活動を確認する。

・デジタル教材を活用し、単語の復習をさせる。

・インタビューで使う表現を練習させる。

・今日の調子や日にち、天

気等を尋ね、外国語活動

の始まりの雰囲気をつく

る。

・調子を尋ねる時や答える

時はジェスチャーを付

けさせる。

・ 、

、 、

（ ）

を観点として形成的に

評価をする。

・楽しい雰囲気を作る。

・デジタル教材を活用し、

イラストと一緒に英単語

を覚えさせる。

・演示を見て、会話から何

について話しているか考

えさせる。

・最後に クイズ

をするので、たくさんの

友達に尋ねるように意識

させる。

・課題は日本語で掲示し、

確認する。

・上手く発音できない単語

は何度か練習する。

・ で、本時で使う表

現を確かめる。

○

・ ～

○

・ ～

○

・ ～

 

○     

○ ，

・ ，  

○ ，

○

・  （ ， ， ， ）

○

・ （ ． ）

○     

・  ， ．

 

○ ，

● ，

○

●

○

●

○ ，

●

○

●

○

すきなものについてたずね合おう。
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（４）評価

・“ ～ ”“ ～”の表現に慣れ親しもうとしていたか。

           （行動観察、振り返りカ－ド）

・自分や相手が好きな物について、進んで尋ね合おうとしていたか。

    （行動観察、振り返りカ－ド）

（５）板書計画

５

・インタビューゲ

ームとして、友

達と好きな物

を尋ね合う。

・

クイズ

６  

 ＆

・活動の振り返り

･終わりの挨拶

・デモンストレーションを行い、見通しを持たせる。

・ を意識して尋ね合うように促す。

・様子を見ながら、上手く発音できない児童や、戸惑っ

ている児童に声掛けしたり、やり方を確認したりする。 

・ジェスチャーを加えたり、相手の答えに対して反応

したりしている児童を褒め、意欲を高める。

・例題を出し、答え方を確認する。

・振り返りカ－ドに自己評価させる。

・指名して発表させる。

・インタビューする順

番はじゃんけんで

決めさせる。

※ ～

～の表

現に慣れ親しもう

としていたか。（行

動観察）

※好きな物について

進んで尋ね合おう

としていたか。（行

動観察）

・ を意識して好き

なものを尋ね合った

かどうか、友達の好

きな物を知ってどう

感じたか等の観点で

ふり返りをさせる。

・

・ ～

・

・ ～

・

・ ～

・

○

・ ～

○ ．

○ ，

・ ．

○  

 

，

好きなものをたずね合おう

   

   ～

   

   ～

   

   ～

ワークシート ワークシート 


